
沼
田
順
義
霜
出
杷
．
鳫
詠
に
四
九
）
が
ど
う
し
て
然
程
ま
で
に
反
真
渕
反
宣
長
に

熱
を
入
れ
た
か
、
入
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
そ
こ
に
は
彼
を
そ
の
表
面

に
躍
り
出
さ
せ
る
因
と
し
て
何
が
あ
っ
た
の
か
。
さ
う
い
ふ
疑
念
が
去
来
す
る

の
を
止
め
難
い
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
近
世
の
思
想
史
上
の
一
問
題
と
し
て

看
過
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
様
に
思
は
れ
る
。

但
し
そ
れ
に
し
て
は
些
か
院
路
に
入
り
込
む
様
な
嫌
ひ
は
あ
る
が
、
手
初
め

と
し
て
順
義
の
生
ひ
立
ち
、
足
跡
か
ら
検
討
を
加
へ
て
行
き
た
い
と
思
ふ
。
そ

の
名
声
に
比
し
て
不
明
の
点
や
不
審
の
箇
所
が
少
く
な
い
故
で
あ
る
。

順
義
の
伝
記
に
就
て
目
下
基
本
的
な
典
擦
と
な
る
の
は
、
石
川
二
三
造
著

「
本
朝
盲
人
伝
」
（
以
下
「
盲
人
伝
」
と
略
称
）
所
収
の
一
篇
で
あ
ら
う
。
こ

の
書
は
そ
の
凡
例
に
よ
れ
ば
、
著
者
が
先
に
「
本
朝
替
人
伝
と
云
へ
る
一
小
冊

子
を
世
に
公
」
に
し
た
が
そ
の
後
「
大
成
を
期
し
、
幾
ど
三
十
年
間
熱
心
に
材

料
蒐
集
に
奔
走
」
し
た
成
果
で
あ
る
と
い
ふ
。
「
本
朝
替
人
伝
」
（
以
下
「
啓

人
伝
」
と
略
称
）
は
筆
者
は
未
見
で
あ
る
が
、
「
沼
田
順
義
」
の
一
項
は
「
大

２

日
本
人
名
辞
典
」
に
「
替
人
伝
」
に
擦
る
こ
と
を
記
し
、
殆
ど
そ
の
全
文
引
用

沼
田口

そ
の
少
青
年
期
ｉ
Ｉ

順

義

か
と
見
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
同
辞
典
の
新
版
（
昭
和
二
年
以
降
）
に
は
旧
版

（
明
治
一
八
年
以
降
）
分
の
後
に
「
或
は
曰
く
」
以
下
約
十
行
程
の
追
加
が
あ

る
。
ま
た
こ
の
追
加
分
の
内
容
は
、
順
義
の
借
金
か
ら
遁
亡
に
至
る
記
事
で
あ

る
。
こ
の
点
「
盲
人
伝
」
（
大
正
八
年
刊
）
の
記
述
は
旧
版
（
即
ち
書
人
伝
）

を
厚
意
的
に
補
筆
し
た
内
容
で
、
新
版
の
辞
典
に
見
る
追
加
分
十
行
の
批
判
的

記
事
の
如
き
は
全
く
見
え
な
い
。
従
っ
て
こ
の
加
筆
約
十
行
分
は
（
旧
版
と
等

し
く
典
擦
を
「
替
人
伝
」
と
記
し
て
ゐ
る
が
）
原
作
者
石
川
氏
の
執
筆
に
か
か

る
も
の
で
は
な
か
ら
う
と
推
測
さ
れ
る
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
追
加
分
の
事
は
後
述
の
機
会
に
譲
り
、
こ
れ
を
除
く
本
文

に
於
て
は
「
盲
人
伝
」
の
方
が
よ
り
詳
し
く
基
準
と
な
る
様
に
思
は
れ
る
の

で
、
以
下
こ
の
記
述
を
順
を
追
っ
て
掲
げ
、
少
し
く
考
察
を
加
へ
て
行
く
こ
と

と
す
る
。

注
①
大
正
八
年
三
月
、
文
部
省
刊
。
凡
例
は
文
部
省
普
通
学
務
局
の
記
名
。

⑨
旧
版
は
一
冊
。
新
版
は
複
数
冊
で
、
現
行
の
内
容
も
順
義
の
項
は
昭
和

二
年
版
と
同
一
で
あ
る
。

小

笠
原
春
夫

七
三



‐
一
‐

沼
田
順
義
字
は
道
意
、
楽
水
堂
と
号
す
。
上
野
國
群
馬
郡
仲
尾
村
の
人
。

（
盲
人
伝
・
一
三
六
頁
）

「
盲
人
伝
」
の
該
項
冒
頭
の
一
節
で
あ
る
。
こ
の
生
地
に
就
て
は
「
盲
人
伝
」

よ
り
数
年
後
の
編
著
の
「
上
野
人
物
誌
」
に
も

姓
は
沼
田
氏
、
通
称
明
か
な
ら
ず
、
群
馬
郡
新
高
尾
村
中
尾
字
天
神
の
出

身
に
し
て
、
天
保
年
間
を
以
て
生
る
（
四
七
四
頁
）

と
や
や
詳
し
い
。
且
つ
こ
の
頭
注
に
は
「
検
校
生
誕
の
地
今
桑
畑
に
変
ず
」
と

あ
る
。
現
在
は
高
崎
市
中
尾
町
に
属
す
る
が
、
こ
の
地
区
を
高
速
道
路
及
び
車

道
が
交
叉
し
、
付
近
に
新
築
家
屋
が
並
び
一
層
の
変
貌
を
呈
し
、
昔
日
の
地
形

を
探
る
術
も
な
い
。
但
し
当
地
の
古
社
で
「
往
古
は
近
隣
数
村
の
總
鎮
守
」
で

２

あ
っ
た
（
群
馬
郡
誌
）
飯
玉
神
社
に
は
、
氏
子
と
し
て
の
沼
田
順
義
の
寄
進
に

③

関
す
る
記
録
及
び
物
品
が
宝
蔵
さ
れ
て
居
て
、
如
上
の
記
事
を
裏
付
け
て
ゐ

〉
（
》
Ｏ

注
①
岡
部
福
蔵
著
・
大
正
十
四
年
刊
。
同
書
雑
部
に
「
三
芳
野
検
校
」
と
題

し
て
掲
載
。
典
擦
を
「
上
毛
及
上
毛
人
・
新
高
村
村
長
反
町
角
三
氏

報
」
と
記
す
。
な
ほ
後
述
の
予
定
。

③
群
馬
郡
教
育
会
編
・
大
正
十
四
年
刊
．

③
飯
玉
神
社
宮
司
青
木
捷
男
氏
の
御
厚
意
に
よ
っ
て
確
認
を
得
た
。
な
ぼ

関
係
写
真
等
の
事
は
後
稿
に
譲
る
。

「
盲
人
伝
」
は
次
で
記
す

其
の
先
は
邑
を
沼
田
に
食
む
。
因
て
以
て
氏
と
な
す
。
大
国
主
神
の
商
な

な
ほ
國
学
者
伝
記
集
成
所
収
の
沼
田
順
義
の
項
は
右
の
誉
人
伝
の
抜
書

で
分
量
は
約
半
ば
に
止
ま
る
。

り
。
故
に
姓
を
大
三
輪
と
称
し
、
累
世
豪
族
た
り
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
「
盲
人
伝
」
は
一
文
の
奥
に
「
逸
話
」
と
し
て
加
へ
て

ゐ
る
。
即
ち

順
義
の
祖
は
名
族
に
て
、
沼
田
城
主
平
公
な
り
。
川
越
の
関
脩
の
撰
す
る

上
野
沼
田
平
公
祠
碑
文
あ
り
。
文
甚
だ
長
け
れ
ば
之
を
略
す
。

と
あ
る
が
、
結
論
か
ら
言
っ
て
何
れ
も
管
見
で
は
確
証
は
得
て
ゐ
な
い
。
〃
逸

話
″
の
域
を
出
な
い
様
に
思
は
れ
る
。
先
づ
「
沼
田
」
に
関
し
て
で
あ
る
が
、

２

「
上
州
の
苗
字
と
家
紋
」
の
利
根
郡
・
沼
田
市
の
章
で
は

鎌
倉
、
室
町
、
戦
国
の
利
根
、
沼
田
の
支
配
者
は
沼
田
氏
で
あ
る
。
総
家

沼
田
氏
は
天
正
九
年
（
一
五
八
こ
沼
田
平
八
郎
景
義
を
最
後
に
滅
亡
す

る
。
支
族
と
し
て
下
沼
田
、
発
知
へ
岡
谷
、
小
川
、
名
胡
桃
、
川
田
、
恩

田
、
後
閑
、
石
墨
、
深
津
な
ど
あ
る
が
、
戦
国
動
乱
に
よ
っ
て
多
く
滅
亡

移
動
し
て
、
地
名
そ
の
ま
ま
在
住
す
る
の
は
、
発
知
、
岡
谷
、
真
庭
位
で

あ
る
。
真
庭
は
大
姓
と
な
っ
た
が
他
は
少
な
い
。
（
上
巻
三
一
七
頁
）

即
ち
平
八
郎
景
義
を
以
て
沼
田
氏
は
滅
亡
し
、
沼
田
姓
を
名
乗
る
者
が
な
く
な

っ
た
事
を
語
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
利
根
・
沼
田
域
内
の
事
で
あ
る
が
、
同
書
の

他
の
部
に
も
沼
田
の
「
苗
字
」
は
見
え
な
い
。
も
っ
と
も
こ
の
書
は
「
上
州
」

の
苗
字
の
す
べ
て
で
は
な
く
、
何
ら
か
由
緒
を
有
す
る
も
の
の
集
成
と
み
ら
れ

る
の
で
、
こ
れ
だ
け
で
速
断
は
で
き
な
い
。
現
に
高
崎
市
街
及
び
市
街
を
軸
と

し
て
、
彼
の
中
尾
町
と
は
対
称
的
位
置
に
あ
る
数
町
に
は
、
沼
田
姓
が
散
見

３

す
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
（
右
の
引
用
文
に
よ
れ
ば
）
利
根
・
沼
田
か
ら
「
移

動
」
し
た
者
か
、
或
ひ
は
後
年
に
名
乗
っ
た
も
の
か
に
関
は
る
氏
姓
が
あ
る
や

も
測
り
難
い
。
こ
の
点
調
査
は
未
だ
行
届
い
て
ゐ
な
い
。

次
に
「
姓
を
大
三
輪
と
称
し
累
世
豪
族
た
り
」
と
の
事
で
あ
る
．
こ
れ
も
然

七
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様
に
後
年
沼
田
順
義
の
祖
で
あ
っ
た
人
が
自
称
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
も
推

測
さ
れ
る
。
右
の
「
苗
字
と
家
紋
」
に
こ
の
「
大
三
輪
」
も
み
え
な
い
。
因
に

「
応
仁
武
鑑
」
（
大
武
鑑
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
：

又
或
説
に
沼
田
氏
の
祖
は
緒
方
三
郎
惟
義
な
り
と
云
り
、
惟
義
は
大
神
惟

基
の
長
子
臼
杵
九
郎
大
夫
惟
盛
五
代
の
孫
に
し
て
豊
後
の
国
の
押
領
使
な

り
。
家
の
紋
は
違
ひ
鷲
の
羽
な
り
と
云
。
又
一
説
に
沼
田
氏
は
俵
藤
太
秀

郷
の
子
孫
な
り
と
云
と
も
其
出
自
を
詳
に
せ
ず
。
或
は
大
胡
、
桐
生
、
山

上
、
佐
貫
、
園
田
、
沼
田
を
川
東
謝
娠
州
の
六
家
を
称
し
て
共
に
藤
な
り

と
云
、
然
れ
ど
も
今
沼
田
に
散
在
せ
る
真
庭
、
西
山
、
和
田
等
の
氏
族
の

家
に
伝
ふ
処
を
聞
ぱ
、
皆
云
三
浦
の
末
流
と
、
其
家
の
紋
は
悉
く
三
引
両

に
し
て
、
大
神
の
姓
を
唱
ふ
る
も
の
－
人
も
な
く
、
又
藤
氏
な
り
と
云
も

の
も
な
し
、
依
て
こ
上
に
そ
の
事
を
集
録
し
て
後
人
の
是
正
に
ま
つ
と
云

（
上
巻
六
二
頁
）

大
神
１
大
三
輪
の
姓
を
裏
付
け
る
も
の
も
乏
し
い
。
ま
た
「
順
義
の
祖
は
名
族

５

に
て
」
と
す
る
沼
田
平
公
の
碑
文
は
、
「
利
根
郡
誌
」
に
全
文
（
約
七
百
字
）

６

の
掲
載
が
あ
り
、
現
に
沼
田
市
町
田
字
中
城
に
存
す
る
が
、
こ
の
関
修
齢
の
撰

文
は
、
専
ら
沼
田
平
八
郎
景
義
を
顕
彰
し
沼
田
家
滅
亡
を
述
べ
る
こ
と
に
終
始

し
、
特
に
順
義
の
沼
田
家
に
関
は
る
も
の
で
は
な
い
。
「
盲
人
伝
」
の
作
者
が

敢
て
「
逸
話
」
と
し
て
奥
に
追
記
し
た
の
は
、
伝
承
を
聞
い
た
の
み
で
、
繰
返

す
様
に
確
証
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
は
な
い
か
ら
で
あ
ら
う
。

注
①
平
公
祠
碑
文
撰
者
関
脩
は
ま
た
脩
齢
と
も
。
字
君
長
、
永
一
郎
と
称

す
、
号
松
臘
。
川
越
人
（
一
説
江
戸
人
）
・
寛
延
元
（
一
七
四
八
）
年

八
代
洲
岸
留
学
。
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年
松
平
朝
矩
に
仕
へ
、
明
和

四
（
一
七
六
七
）
年
移
封
で
朝
矩
と
共
に
前
橋
藩
か
ら
川
越
藩
へ
・
明

一
’
一

父
を
與
市
と
日
ふ
。
順
義
幼
に
し
て
岐
鮮
、
志
気
超
逼
。
父
之
を
奇
と

し
、
教
ふ
る
に
義
方
あ
り
。
常
に
曰
く
。
汝
宜
し
く
名
を
成
す
べ
し
と
。

（
盲
人
伝
）

か
う
し
た
幼
少
期
の
事
は
伝
聞
に
よ
る
も
の
と
し
て
も
、
と
も
か
く
順
義
が
尋

常
の
子
で
な
か
っ
た
こ
と
は
窺
は
れ
よ
う
。
後
年
の
「
国
意
考
辨
妄
」
や
「
級

長
戸
風
」
等
の
如
き
、
真
渕
や
宣
長
へ
の
烈
し
い
反
論
は
、
単
に
学
問
思
想
上

和
六
年
退
官
。
翌
年
聖
堂
入
塾
、
員
長
役
（
一
に
塾
頭
）
・
天
明
七

（
一
七
八
七
）
年
退
塾
。
寛
政
二
（
一
七
九
○
）
年
異
学
の
禁
に
よ
り

離
門
（
破
門
）
申
付
。
享
和
元
（
一
八
○
一
）
年
残
。
（
参
照
ｌ
埼
玉

県
史
「
川
越
藩
の
学
事
」
・
渡
辺
金
造
「
埼
玉
名
家
著
述
目
録
」
・
斯

文
会
「
聖
堂
物
語
」
・
石
川
謙
「
昌
平
坂
学
問
所
の
発
達
過
程
と
そ
の

様
式
」
お
茶
の
水
女
子
大
学
人
文
科
学
紀
要
第
七
巻
所
収
Ｉ
等
。
）

順
義
は
寛
政
四
年
生
れ
で
勿
論
修
齢
の
在
世
中
交
渉
を
持
つ
年
令
に
達

し
て
ゐ
な
い
。

②
上
下
二
冊
。
昭
和
五
十
四
年
二
月
、
上
毛
新
聞
社
刊
。

⑧
こ
れ
も
後
述
の
予
定
で
あ
る
が
二
、
三
の
資
料
に
因
り
筆
者
の
訪
ね
た

高
崎
市
寺
尾
町
に
該
当
関
係
者
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

⑤
昭
和
三
十
五
年
、
名
著
刊
行
会
復
製
本
に
よ
る
。

㈹
昭
和
三
十
四
年
刊
、
薄
根
村
誌
（
同
村
は
現
在
沼
田
市
に
編
入
）
に
は

写
真
掲
載
。
墓
前
に
祠
堂
及
び
鳥
居
が
建
ち
、
沼
田
大
明
神
と
称
し
、

祠
堂
の
左
側
に
「
上
毛
沼
田
平
公
祠
碑
」
が
建
つ
。

な
ほ
姓
氏
家
系
大
辞
典
の
ヌ
マ
タ
の
項
瓢
に
「
大
三
輪
姓
、
上
州
沼
田

よ
り
起
る
と
ぞ
。
後
枇
群
馬
郡
仲
尾
村
の
人
沼
田
与
市
の
男
順
義
は
学

和
漢
に
亘
る
。
盲
人
也
」
（
四
五
七
二
頁
）
と
あ
る
が
、
上
の
資
料
を

出
な
い
。

七
五



の
問
題
か
ら
だ
け
の
も
の
に
止
ら
ず
他
の
動
因
も
あ
ら
う
が
、
更
に
そ
の
底
流

に
は
、
早
く
か
ら
形
成
さ
れ
て
ゐ
た
性
格
、
気
根
の
様
な
も
の
の
預
る
点
も
あ

っ
た
ら
う
と
思
は
れ
る
。
右
の
一
文
は
そ
れ
を
示
唆
す
る
様
で
あ
る
。
続
い
て

い
ふ
、

年
甫
め
て
十
三
、
軒
岐
の
術
を
大
熊
松
泉
唾
酬
礪
及
び
吉
田
平
格
馳
酬
嫡

に
学
ぶ
（
盲
人
伝
）

十
三
歳
に
し
て
軒
岐
の
術
ｌ
医
術
を
学
ぶ
と
い
ふ
。
師
事
し
た
二
名
に
就
き

「
盲
人
伝
」
は
「
替
人
伝
」
よ
り
一
歩
を
進
め
て
「
上
州
高
崎
の
人
」
と
注
を

加
へ
て
ゐ
る
が
管
見
で
は
未
詳
で
あ
る
。
た
だ
吉
田
平
格
に
就
て
は
、
群
馬
県

史
三
に
、
新
田
郡
大
根
村
の
山
見
龍
な
る
も
の
が
「
高
崎
藩
医
吉
田
某
に
従
学

し
て
医
術
を
学
び
」
歸
郷
し
た
（
四
三
九
頁
）
と
い
ふ
が
、
こ
の
吉
田
某
に
何

ら
か
関
係
が
あ
る
人
物
か
と
思
は
れ
る
。
但
し
山
見
龍
は
宝
暦
七
（
一
七
五

七
）
年
段
（
同
上
）
と
あ
り
、
順
義
生
誕
（
一
七
九
五
）
の
約
三
十
五
年
以
前

で
あ
り
、
順
義
が
学
ぶ
頃
迄
吉
田
某
の
生
存
は
や
や
無
理
で
あ
る
。
ま
た
関
係

の
有
無
も
判
然
と
し
な
い
が
、
同
書
に
は
「
文
政
年
中
に
上
梓
さ
れ
し
関
東
諸

家
人
名
録
に
見
え
た
る
上
毛
の
医
家
」
と
し
て
列
挙
す
る
中
に
、
「
学
医
・
吉

田
周
斎
（
名
豹
）
、
医
・
吉
田
祐
甫
（
名
熊
）
、
医
書
・
中
之
條
・
吉
田
尚
敬
」

の
三
名
が
見
え
る
。
時
代
的
に
は
こ
れ
ら
三
名
の
中
の
誰
か
と
し
て
も
可
能
性

は
あ
る
。
（
後
考
に
期
し
た
い
。
）
次
に
「
盲
人
伝
」
は
、

年
十
五
、
決
然
郷
を
辞
し
、
熊
本
に
赴
い
て
業
を
村
井
椿
寿
に
受
け
ん
と

欲
す
。
大
阪
に
至
り
て
偶
々
其
の
残
す
る
を
聞
き
、
更
に
甲
斐
に
之
き
、

座
光
寺
南
屏
に
就
き
て
儒
学
を
学
ぶ
。
尋
で
國
費
に
入
り
、
叉
磯
野
公
道

に
従
ひ
て
益
々
医
術
を
究
む

と
い
ふ
順
義
出
郷
の
記
事
と
な
る
。
順
義
十
五
歳
は
殿
年
の
嘉
永
二
（
一
八
四

七
六

２

九
）
年
五
十
八
歳
よ
り
逆
算
し
て
文
化
三
（
一
八
○
六
）
年
に
当
る
。
先
づ
大

阪
に
至
り
目
指
す
村
井
椿
寿
の
残
す
る
を
聞
い
て
、
甲
斐
に
行
っ
た
と
い
ふ
。

椿
寿
は
琴
山
と
号
し
、
古
医
方
の
大
家
吉
益
東
洞
門
下
の
俊
才
を
以
て
聞
え
、

３

肥
後
藩
侍
医
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。
そ
の
父
は
失
明
の
医
師
で
あ
っ
た
。
但
し

椿
寿
の
殿
年
は
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
で
あ
る
。
残
す
る
を
そ
の
年
の
中

に
聞
い
た
と
し
て
も
順
義
は
既
に
二
十
四
歳
に
な
る
。
と
す
れ
ば
順
義
出
郷
の

年
か
ら
九
年
の
歳
月
が
流
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
少
し
間
が
あ
り
過
ぎ
る
。

こ
の
間
の
事
を
推
測
し
て
ゑ
る
に
、
一
は
椿
寿
の
残
す
る
の
を
聞
く
以
前
に

何
か
し
て
ゐ
た
の
で
は
な
い
か
。
二
は
従
っ
て
別
の
理
由
が
あ
っ
て
熊
本
行
を

一
時
中
止
ま
た
は
延
期
し
て
ゐ
る
中
に
椿
寿
の
残
す
る
事
を
聞
い
た
の
で
は
な

い
か
。

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
間
に
何
を
し
て
ゐ
た
か
。
「
書
人
伝
」
も
「
盲
人
伝
」

も
何
ら
触
れ
て
ゐ
な
い
。
右
の
引
用
文
の
次
に
「
年
二
十
一
、
業
を
駿
州
清
水

港
に
開
く
。
」
と
一
転
す
る
の
で
あ
る
。
今
こ
の
一
文
に
関
は
っ
て
二
十
一
歳

ま
で
と
す
る
も
出
郷
か
ら
六
年
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
前
に
甲
州
行
の
事
が
あ

る
。
さ
う
と
す
れ
ば
〃
大
阪
で
椿
寿
の
残
す
る
を
聞
い
て
〃
と
い
ふ
事
が
一
層

不
審
に
な
る
。
こ
の
点
「
盲
人
伝
」
は
そ
の
内
容
に
比
例
し
て
行
文
が
整
然
と

し
過
ぎ
て
ゐ
る
様
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
他
の
資
料
を
ゑ
て
み
よ
う
。

先
に
も
挙
げ
た
「
上
野
人
物
誌
」
（
以
下
「
人
物
誌
」
と
略
称
）
で
あ
る
。

幼
よ
り
学
を
好
み
、
家
貧
し
き
を
以
て
勉
強
意
に
任
せ
ず
年
十
七
、
眼
を

患
ひ
、
遂
に
両
眼
と
も
失
明
せ
り
（
四
七
四
頁
）

早
く
も
こ
こ
に
眼
病
、
失
明
の
事
が
出
て
来
る
。
「
盲
人
伝
」
は
前
掲
文
の
数

行
後
、
業
成
っ
た
後
の
記
述
に
「
既
に
し
て
盲
目
と
な
り
」
と
漠
然
と
し
た
表

現
に
止
ま
る
。
ま
た
遡
る
が
「
盲
人
伝
」
に
は
「
累
世
豪
族
た
り
」
と
あ
っ



て
、
右
人
物
誌
の
「
家
貧
し
き
」
様
に
は
何
ら
触
れ
て
ゐ
な
い
。
更
に
「
人
物

誌
」
は
続
い
て

然
れ
ど
も
発
奮
し
て
江
戸
に
出
て
医
師
に
就
て
按
摩
術
を
学
び
、
傍
ら
和

漢
学
を
修
め
、
江
ノ
島
辨
財
天
に
籠
り
て
、
二
十
一
日
の
断
食
を
為
し
、

其
京
都
に
上
る
や
、
沿
道
著
名
の
学
者
を
訪
問
し
て
道
を
問
ひ
、
京
都
に

在
る
数
年
、
按
摩
鍼
術
、
其
学
業
と
共
に
大
に
上
達
（
同
上
）

云
々
と
あ
る
。
こ
の
「
人
物
誌
」
の
「
三
芳
野
検
校
」
の
一
文
は
約
四
百
字
で

圧
縮
さ
れ
た
様
な
趣
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
「
盲
人
伝
」
と
は
平
行
線
を

辿
る
如
く
相
違
す
る
。
「
人
物
誌
」
の
右
の
一
文
は
、
出
郷
後
数
年
間
の
先
述

の
「
盲
人
伝
」
の
空
白
を
埋
め
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
或
ひ
は
さ
う
か
も
知
れ

ぬ
が
、
就
て
も
今
度
は
「
人
物
誌
」
の
方
が
（
そ
の
全
文
に
就
て
も
）
「
盲
人

伝
」
に
見
る
座
光
寺
、
磯
野
等
の
事
を
全
く
欠
く
の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。
思

ふ
に
、
伝
聞
を
含
め
て
依
擦
し
た
資
料
が
別
で
あ
る
の
か
。

４

な
ほ
岸
伝
平
著
「
川
越
夜
話
」
に
よ
れ
ば
、

若
い
こ
ろ
に
眼
病
を
患
っ
て
按
摩
針
灸
術
を
会
得
し
、
さ
ら
に
医
学
を
修

め
た
と
い
う
。

随
筆
風
な
記
述
で
、
確
か
な
年
代
は
不
詳
で
あ
る
が
、
「
若
い
頃
に
苦
学
し
た

と
伝
」
へ
ら
れ
て
ゐ
る
事
を
記
し
、

過
度
の
勉
強
か
ら
眼
病
と
な
っ
て
、
上
州
の
湯
治
場
に
あ
っ
て
静
養
を
兼

ね
湯
治
客
の
文
雅
の
話
相
手
や
、
医
学
の
心
得
か
ら
治
療
を
仕
事
と
し
て

い
た
。
（
以
上
・
五
○
頁
）

こ
れ
は
順
義
の
何
歳
頃
か
。
「
若
い
頃
」
と
い
ふ
だ
け
で
依
然
漠
と
し
て
ゐ
る

５

が
、
林
信
海
な
る
人
の
手
記
に
あ
る
由
で
、
比
較
的
身
近
か
な
人
の
見
聞
記
と

し
て
か
な
り
事
実
に
近
い
も
の
か
と
見
受
け
ら
れ
る
。
更
に
そ
の
後
「
幸
い
と

眼
病
も
全
快
し
、
益
々
学
問
に
励
」
承
名
声
を
挙
げ
た
が
、
「
晩
年
に
眼
病
が

再
発
し
盲
目
と
な
っ
た
」
（
五
一
頁
）
云
々
と
。
こ
の
点
他
よ
り
も
一
段
と
詳

し
い
。
し
か
し
別
に
次
の
様
な
伝
へ
も
あ
る
。

幼
よ
り
明
を
失
し
、
医
を
心
懸
け
て
、
貧
窮
な
が
ら
も
笈
を
他
邦
に
負
ふ

て
、
高
名
の
医
と
し
間
ぱ
臆
て
学
ぶ
事
数
年
、
傷
寒
論
の
諸
説
を
暗
記

す
。
其
間
始
終
夜
は
導
引
を
業
と
し
て
口
を
糊
す
る
の
雑
費
に
充
て
、
書

６

は
終
日
学
で
怠
る
事
な
し
。
（
木
村
黙
老
「
き
く
ま
上
の
記
」
）

こ
れ
は
一
文
の
終
り
の
項
に
「
今
は
河
越
に
住
す
」
と
あ
り
、
順
義
生
前
の
時

の
記
述
で
、
右
の
「
川
越
夜
話
」
の
基
と
し
た
「
手
記
」
に
近
く
、
そ
れ
に
次

ぐ
見
聞
記
と
い
へ
る
体
の
も
の
と
思
は
れ
る
。
然
る
に
「
幼
よ
り
明
を
失
し
」

と
い
ふ
の
を
は
じ
め
、
以
下
も
前
掲
書
の
何
れ
と
も
大
分
趣
を
異
に
し
て
ゐ

ブ
（
》
。

「
盲
人
伝
」
に
は
座
光
寺
云
々
以
下
の
事
が
未
だ
残
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
こ
で

区
切
り
を
つ
け
一
応
の
整
理
を
し
て
み
る
と
次
の
様
な
凡
そ
の
比
較
表
と
な

る
。
表
に
於
て
端
的
に
眼
に
つ
く
の
は
、
眼
病
ｌ
失
明
の
経
過
及
び
時
期
が
各

相
違
す
る
事
、
主
な
修
学
の
場
所
と
内
容
が
各
々
独
自
等
で
一
つ
に
定
め
難
い

事
で
あ
る
。
相
互
補
填
を
考
へ
る
に
し
て
は
未
だ
そ
れ
ぞ
れ
が
部
分
的
引
用
に

止
る
の
で
暫
く
こ
の
ま
ま
と
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

七
七



注
①
群
馬
県
史
三
、
四
四
九
頁
。
皇
漢
医
学
の
項
、
約
四
○
名
が
列
挙
さ
れ

て
ゐ
る
。
但
し
解
説
は
な
い
。

②
順
義
の
残
年
に
就
て
は
管
見
で
は
異
説
は
な
い
。

⑧
日
本
医
学
史
綱
要
（
富
士
川
淋
著
・
小
川
鼎
三
校
注
・
東
洋
文
庫
）
１

・
一
六
五
頁
。
な
ほ
服
部
敏
良
著
「
江
戸
時
代
医
学
史
の
研
究
」
（
昭

和
五
三
刊
・
吉
川
弘
文
館
）
二
、
二
八
、
一
三
○
頁
参
照
。
各
書

に
よ
り
伝
を
異
に
す
る
面
が
あ
る
が
今
は
別
と
す
る
。

仙
岸
伝
平
著
（
川
越
叢
書
第
六
巻
）
五
○
’
五
二
頁
に
亘
り
「
沼
田
順
義

と
級
長
戸
風
」
を
収
め
る
。
部
分
的
に
は
誤
り
と
認
め
ら
れ
る
所
も
あ

二
十
一
歳
、
清
水
で
開
業
。

大
阪
で
村
井
の
死
を
聞
き
甲
斐
へ

行
き
、
南
屏
に
医
を
学
ぶ
、

（
二
十
四
歳
？
）

累
世
豪
族
、
志
気
超
逼
、
父
義
を

教
ふ
。

十
三
歳
、
大
熊
・
吉
田
に
医
を
学

ぶ
。

十
五
歳
、
出
郷
。

（
後
年
失
明
）

本
朝
盲
人
伝
一
上
野
人
物
誌

十
七
歳
、
眼
病
Ｉ
失
明
。

江
戸
へ
出
て
按
摩
術
を
学
ぶ
。

江
ノ
島
修
行
。

著
名
学
者
を
尋
ね
、
京
都
へ
上
り

修
学
数
年
。

按
摩
鍼
術
・
学
業
共
に
大
に
進

む
。

家
貧
し
。

－

晩
年
眼
病
再
発
、
失
明
。

若
い
頃
苦
学
、
按
摩
鍼
灸
と
医
を

学
ぶ
。

過
度
の
勉
強
で
眼
病
。

上
州
湯
治
、
兼
客
の
治
療
。

眼
病
全
快
。

川

る
が
、
独
自
の
記
述
が
あ
り
注
目
さ
れ
る
。
昭
和
三
○
年
刊
。

⑥
赤
尾
村
（
現
在
、
埼
玉
県
坂
戸
市
赤
尾
）
の
名
主
林
信
海
で
文
久
二

（
一
八
六
二
）
年
五
十
八
歳
残
で
、
順
義
よ
り
十
三
歳
少
い
。
生
前
交

渉
が
あ
っ
た
と
い
ふ
。
岸
伝
平
氏
は
そ
の
手
記
は
み
て
居
ら
ず
、
伝
聞

的
記
述
で
あ
る
。
渡
辺
金
造
「
埼
玉
名
家
著
述
目
録
」
参
照
。

⑥
森
銑
三
著
作
集
別
巻
三
三
一
頁
所
収
に
よ
る
。
原
本
は
神
宮
文
庫
所

蔵
。
木
村
黙
老
（
安
政
三
段
、
八
三
歳
）
は
近
世
文
芸
家
資
料
綜
覧

（
森
・
他
編
）
所
収
。

越
夜
話
一
き
く
ま
上

高
名
医
（
複
数
）
に
学
ぶ
事
数
年
、

こ
の
間
夜
は
導
引
。

幼
よ
り
失
明
。
貧
窮
。

医
を
志
す
。

七
八
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次
に
「
甲
斐
に
之
き
、
座
光
寺
南
屏
に
就
き
て
儒
学
を
学
ぶ
」
（
前
出
）
と
。

南
屏
は
「
明
和
以
後
峡
南
市
川
（
現
山
梨
県
西
八
代
郡
市
川
大
門
町
）
」
に
あ

②

っ
て
著
聞
す
る
儒
医
で
あ
っ
た
。
：
「
甲
州
儒
医
列
伝
」
（
以
下
「
列
伝
」
と
略

称
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
系
統
は

一
蕊
灘
川
聴
腫
壮
鰹
川
－
－
南
屏

即
ち
儒
学
は
古
文
辞
学
派
の
流
れ
を
汲
糸
、
同
門
に
は
早
く
江
戸
へ
出
た
山
県

大
試
が
居
た
。
医
学
は
古
医
方
、
儒
医
一
本
派
の
流
れ
を
汲
む
。
し
か
も
独
自

の
学
を
成
し
、
儒
医
両
学
著
書
の
類
「
七
十
八
部
百
六
十
四
巻
に
達
し
、
甲
州

の
天
地
開
關
以
来
古
今
独
歩
」
（
列
伝
・
二
八
一
頁
）
と
い
は
れ
る
。
且
つ
常

に
「
祖
侠
の
如
く
東
夷
の
人
と
称
す
る
を
槐
と
し
、
本
朝
を
神
国
と
し
て
尊

重
」
し
、
著
書
の
自
署
に
は
「
大
日
本
」
を
冠
し
、
「
皇
朝
」
の
二
字
は
改
行

し
て
書
い
た
（
同
上
・
二
七
九
’
八
○
頁
）
と
い
ふ
。
か
く
て

医
業
五
十
余
年
で
、
帷
講
学
亦
五
十
年
、
仁
術
に
加
ふ
る
に
徳
音
を
以
て

し
、
晩
年
の
門
戸
学
名
・
書
名
倶
に
高
潮
に
達
し
、
従
遊
の
門
下
百
余
名

盛
名
遠
近
に
治
く
。
徳
化
の
及
ぶ
所
州
外
に
溢
れ
市
川
文
教
の
渕
源
を
作

り
、
流
風
余
韻
今
に
到
り
て
涯
び
ざ
る
も
の
あ
り
。
（
列
伝
・
二
八
二
’

三
頁
）

「
盲
人
伝
」
に
述
べ
る
、
村
井
椿
寿
の
死
を
聞
い
て
（
そ
の
時
期
は
と
も
あ

れ
）
次
に
赴
い
た
処
が
へ
甲
斐
の
南
屏
の
門
で
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
も
首
肯
さ

れ
る
事
で
あ
る
。
共
に
古
医
方
の
流
れ
を
汲
む
当
代
の
名
高
い
儒
医
で
あ
る
。

順
義
の
志
向
が
奈
辺
に
在
っ
た
か
を
示
し
て
ゐ
る
。
な
ほ
「
盲
人
伝
」
は
こ
こ

一

■■■ﾛ■

I■■■■■

で
「
儒
学
を
学
ぶ
」
と
記
す
が
、
医
学
を
兼
修
し
た
と
ゑ
て
も
不
自
然
で
は
あ

る
ま
い
。

但
し
こ
こ
で
も
順
義
が
何
時
、
甲
斐
に
行
っ
た
の
か
が
問
題
を
残
し
て
ゐ

る
。
座
光
寺
南
屏
の
残
年
は
文
政
元
（
一
八
一
八
）
年
へ
八
十
四
歳
で
あ
る
。

順
義
が
村
井
椿
寿
の
死
（
一
八
一
五
年
）
を
聞
い
て
後
と
い
ふ
の
で
は
少
し
遅

す
ぎ
る
嫌
ひ
が
あ
る
・
前
述
し
た
如
く
順
義
二
十
一
歳
（
文
化
九
年
。
一
八
一

一
一
）
に
清
水
港
で
開
業
と
い
ふ
事
に
照
合
す
る
な
ら
尚
更
で
あ
る
。
も
し
こ
の

清
水
行
の
時
期
に
就
て
は
「
盲
人
伝
」
の
行
文
に
前
後
の
手
違
ひ
が
あ
る
と
ゑ

て
も
、
順
義
の
甲
斐
行
は
、
南
屏
既
に
八
十
一
歳
で
最
晩
年
に
属
す
る
。
そ
れ

で
も
入
門
は
不
可
能
で
は
な
い
が
、
前
後
か
ら
承
て
疑
義
が
抜
ひ
切
れ
な
い
。

「
盲
人
伝
」
は
次
に
「
尋
で
國
覺
に
入
り
」
（
前
出
）
と
記
す
＠
国
鴬
と
は

昌
平
坂
学
問
所
１
通
称
昌
平
校
の
謂
煮
寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
、
幕
府
直

轄
の
学
問
所
と
な
っ
て
ゐ
る
。
林
述
斎
（
松
平
衡
）
が
大
学
頭
と
な
っ
た
の
は

２

こ
れ
よ
り
先
、
寛
政
五
年
二
十
六
歳
の
時
で
あ
る
Ｃ
「
群
馬
県
史
」
巻
三
（
前

出
）
の
「
沼
田
楽
水
堂
」
の
項
は
大
概
「
替
人
伝
」
の
踏
襲
で
あ
る
が
、
間
々

表
現
を
異
に
す
る
所
が
あ
り
、
こ
の
箇
所
は
「
座
光
寺
某
に
就
き
儒
学
を
修

む
。
其
後
林
述
斎
の
門
に
入
り
し
年
次
詳
な
ら
ず
」
（
二
五
六
頁
）
と
記
す
。

寛
政
十
二
年
以
来
、
受
講
資
格
は
幕
府
直
参
の
士
ｌ
旗
本
・
御
家
人
に
限
ら
れ

３

た
が
、
享
和
元
（
一
八
○
こ
年
以
来
、
陪
臣
、
浪
人
ら
の
た
め
の
書
生
寮
を

増
築
、
ま
た
一
方
「
仰
高
門
日
講
に
は
陪
臣
、
浪
人
、
町
人
、
百
姓
を
問
わ
ず

４

聴
講
を
許
し
た
」
（
聖
堂
物
語
）
と
い
ふ
事
に
よ
れ
ば
、
順
義
の
場
合
「
国
譽

に
入
り
」
（
盲
人
伝
）
と
い
ひ
「
林
述
斎
の
門
に
入
り
」
（
県
史
）
と
い
ふ

の
は
入
寮
し
た
の
か
、
単
に
聴
講
し
た
だ
け
か
、
必
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
ま

た
そ
の
〃
年
次
不
詳
川
で
も
あ
る
が
、
何
れ
に
し
る
聴
講
し
た
こ
と
は
推
察
さ

七
九



次
は
こ
れ
も
引
用
済
玖
の
「
盲
人
伝
」
の
終
り
の
一
節
「
又
磯
野
公
道
に
従

ひ
て
益
々
医
術
を
究
む
」
で
あ
る
。
前
後
の
文
脈
か
ら
こ
の
「
又
」
と
い
ふ
の

は
昌
平
校
の
件
の
後
か
、
そ
の
傍
ら
か
、
明
確
性
を
欠
く
が
と
に
か
く
さ
し
て

離
れ
な
い
時
と
所
と
考
へ
ら
れ
る
。

然
る
に
「
群
馬
県
史
」
三
（
前
出
と
は
別
項
）
の
「
皇
漢
医
学
」
の
部
に
は

こ
の
箇
所
が
「
十
五
歳
甲
斐
に
赴
き
磯
野
公
道
に
従
う
て
」
（
四
四
二
頁
）
と

あ
る
。
十
五
歳
と
い
ふ
時
期
も
早
い
が
、
こ
れ
は
今
措
く
も
明
ら
か
に
甲
斐
に

れ
る
。
後
年
「
級
長
戸
追
風
」
に
「
蕉
軒
老
人
」
（
林
述
斎
の
号
）
の
名
で
序

⑤

文
を
寄
せ
て
ゐ
る
事
な
ど
か
ら
ゑ
て
、
そ
の
学
問
的
縁
由
を
か
な
り
以
前
か
ら

の
も
の
と
見
得
る
と
す
れ
ば
、
或
ひ
は
単
に
聴
講
し
た
だ
け
で
は
な
い
と
い
ふ

推
測
も
な
さ
れ
よ
う
。

注
①
甲
斐
志
料
集
成
二
所
収
「
甲
州
儒
医
列
伝
」
（
村
松
学
佑
稿
本
）
に

よ
る
。
こ
の
中
座
光
寺
南
屏
に
関
し
て
は
約
一
○
頁
に
及
び
詳
述
し
て

ゐ
る
。
以
下
頁
数
は
こ
れ
に
よ
っ
て
示
す
。

③
聖
堂
物
語
（
斯
文
会
刊
）
二
四
’
二
六
頁

③
石
川
謙
「
昌
平
坂
学
問
所
の
発
達
過
程
と
そ
の
様
式
」
（
前
出
）
二
八

頁
、
三
八
’
九
頁

④
聖
堂
物
語
（
前
出
）
二
八
’
三
○
頁
。
一
般
的
に
聴
講
を
許
可
し
た
の

が
何
年
か
ら
か
は
必
ず
し
も
分
明
で
な
い
様
に
承
ら
れ
る
。

⑤
天
保
十
一
年
、
述
斎
七
十
三
歳
の
時
で
あ
る
。
因
に
「
級
長
戸
風
」
に

は
培
斎
主
人
林
耀
（
述
斎
の
第
三
子
）
、
「
国
意
考
辨
妄
」
に
は
梧
南

主
人
林
偉
（
述
斎
の
第
六
子
）
が
序
文
を
寄
せ
て
ゐ
る
。
何
れ
も
並
々

な
ら
ぬ
厚
意
が
読
取
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
度
発
表
し
た
こ
と
が
あ

る
が
、
別
に
よ
り
詳
し
く
取
上
げ
る
予
定
で
あ
る
。

四

行
っ
た
事
を
示
し
て
ゐ
る
。
こ
の
甲
斐
行
を
裏
づ
け
る
如
く
、
木
村
黙
老
の

「
き
く
ま
上
の
記
」
（
前
出
）
に
は
順
義
が
「
後
甲
州
の
医
磯
野
公
道
越
函
隷
拝

麺
雍
値
雄
幅
に
従
ひ
、
医
術
大
い
に
す
す
む
」
と
。
こ
の
両
者
共
に
極
め
て
簡
要

な
文
で
、
要
点
の
み
を
述
べ
た
趣
で
あ
っ
て
詳
細
を
求
め
る
事
は
で
き
な
い

が
、
後
者
の
、
甲
州
の
医
磯
野
に
従
っ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
甲
斐
行
を
い
は
ず

し
て
示
し
て
ゐ
る
事
に
な
ら
う
○
以
上
に
よ
れ
ば
、
順
義
は
（
昌
平
校
の
前

後
）
一
度
或
ひ
は
再
度
甲
斐
に
行
っ
た
こ
と
に
な
る
。

更
に
こ
の
こ
と
を
別
の
面
か
ら
示
唆
す
る
様
な
資
料
が
あ
る
。
小
島
蕉
園
の

「
漫
筆
」
（
富
士
川
勝
所
引
に
よ
る
）
に
、

甲
斐
国
小
原
村
ト
云
ア
リ
（
中
略
）
ソ
ノ
カ
ミ
我
県
令
タ
リ
シ
ト
キ
、
余

ガ
医
友
二
甲
斐
ノ
人
磯
野
弘
道
ト
云
ア
リ
、
其
父
ヲ
原
泉
ト
云
、
岑
少
翁

２

ノ
門
人
ナ
リ
、
甲
州
古
医
方
ノ
始
ナ
リ

云
々
と
ゑ
え
る
。
蕉
園
が
県
令
（
甲
州
田
中
の
代
官
）
と
な
っ
た
の
は
、
文
化

３

二
（
一
八
○
五
）
年
か
ら
同
四
年
末
ま
で
の
三
年
間
で
あ
る
。
そ
の
頃
「
磯
野

４

弘
道
」
が
居
た
。
右
文
中
に
ゑ
え
る
岑
少
翁
は
、
吉
益
東
洞
に
師
事
し
、
順
義

が
そ
の
は
じ
め
目
指
し
た
琴
山
村
井
椿
寿
（
前
出
）
と
東
西
に
併
び
称
さ
れ
た

名
医
で
あ
る
。
磯
野
弘
道
は
そ
の
門
流
に
立
つ
。
右
の
「
漫
筆
」
の
文
脈
で

は
、
「
岑
少
翁
ノ
門
人
」
と
は
、
父
の
原
泉
の
事
か
、
子
の
弘
道
か
、
何
れ
と

も
取
れ
る
様
で
少
々
不
安
定
に
思
は
れ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
「
甲
州
古
医

方
」
の
草
分
け
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
へ
る
で
あ
ら
う
。

な
ほ
磯
野
（
礒
野
と
も
書
く
）
「
弘
道
」
と
先
の
「
公
道
」
と
は
同
一
人
物

と
み
て
よ
い
様
で
あ
る
。
「
趣
鈩
廣
益
諸
家
人
名
録
」
（
近
世
人
名
録
集
成
所

⑥
収
）
に学

医
希
聲
名
公
道
字
弘
道
下
谷
練
屏
小
路
礒
野
公
道 八

○



の
記
名
が
あ
る
。
ま
た
「
江
戸
現
存
名
家
一
覧
」
（
同
集
成
所
収
）
の
「
学
医
」

何

の
部
に
「
磯
野
希
聲
」
と
み
ら
れ
る
。
名
は
公
道
、
字
は
弘
道
で
あ
る
。

但
し
、
ゑ
て
来
た
「
群
馬
県
史
」
、
「
き
く
ま
上
の
記
」
、
「
漫
筆
」
の
三

者
の
場
合
、
公
道
は
等
し
く
甲
斐
居
住
で
あ
る
。
対
し
て
右
の
人
名
録
で
は
、

江
戸
現
存
で
あ
り
、
下
谷
で
あ
る
。
（
前
者
は
天
保
七
年
版
、
後
者
は
天
保
初

年
頃
の
版
か
と
い
ふ
。
）
江
戸
居
住
を
更
に
語
る
も
の
も
あ
る
。
即
ち
「
越
藩

７

福
井
医
史
及
医
人
伝
」
の
「
笠
原
白
翁
」
の
項
に
よ
れ
ば
、
白
翁
は
「
十
五
六

歳
」
の
頃
「
本
草
学
」
を
修
め
た
後

文
政
十
二
年
三
月
江
戸
に
出
て
昌
平
橋
外
磯
野
公
道
の
門
に
入
り
幾
も
な

く
其
塾
頭
に
挙
げ
ら
れ
医
学
を
研
究
す
。
天
保
三
年
三
月
帰
国
し
、
福
井

木
田
中
町
に
開
業
（
八
八
頁
）

云
々
と
あ
る
。
白
翁
は
文
政
十
二
（
一
八
二
九
）
年
か
ら
天
保
三
（
一
八
三

二
）
年
ま
で
四
年
の
間
、
公
道
に
師
事
し
た
の
で
あ
る
。
（
白
翁
が
、
橋
本
左

内
と
親
交
を
持
ち
、
西
洋
医
術
に
入
っ
て
行
く
の
は
こ
の
後
の
事
で
あ
る
）
・

な
ほ
細
部
に
亘
る
が
、
右
の
白
翁
伝
の
記
事
に
み
え
る
「
昌
平
橋
外
」
と

先
の
人
名
録
の
「
下
谷
練
屏
小
路
」
と
は
同
じ
場
所
を
指
す
と
み
て
よ
い

で
あ
ら
う
。
現
在
か
ら
は
適
確
に
い
ふ
こ
と
は
難
し
い
様
だ
が
、
昌
平
橋

外
は
外
神
田
の
辺
り
で
あ
り
外
神
田
は
下
谷
（
の
練
屏
町
）
に
接
続
し
て

ゐ
る
。
「
今
下
谷
と
唱
ふ
る
域
は
南
の
方
外
神
田
に
境
ひ
」
云
々
（
御
府

内
備
考
）
と
い
ひ
練
屏
町
に
つ
い
て
は
「
外
神
田
松
永
町
と
相
生
町
の
間

よ
り
北
へ
通
る
小
路
」
（
同
上
）
と
あ
る
が
、
更
に
他
説
も
あ
り
「
こ
れ

ら
記
述
と
絵
図
を
参
考
に
し
て
も
、
そ
の
位
置
を
適
確
に
指
摘
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
明
治
以
降
の
変
貌
ぶ
り
が
余
り
に
も
激
し
か
っ
た
と
い
へ

る
」
。
（
以
上
台
東
叢
書
「
下
谷
・
浅
草
町
名
由
来
考
」
二
頁
及
三
○
頁

・
昭
和
四
十
二
年
・
台
東
区
刊
）
。

ま
た
「
甲
州
儒
医
列
伝
」
を
再
見
す
る
に
、
「
南
巨
摩
郡
」
の
項
に
、
文
化

年
中
開
業
し
て
ゐ
た
久
保
道
寿
の
孫
に
つ
い
て

孫
道
一
、
江
戸
下
谷
磯
野
弘
道
に
本
道
を
学
び
明
治
元
年
段
す
。
（
二
九

五
頁
）

年
令
等
の
記
載
は
な
い
が
、
白
翁
の
学
ん
で
ゐ
た
文
政
年
間
、
道
一
も
弘
道
に

学
ん
だ
と
し
て
も
さ
う
無
理
で
は
な
い
。
ま
た
同
列
伝
の
「
家
門
育
英
」
の
項

に
、
杉
浦
吉
道
の
孫
の
道
輔
に
就
て
、

道
輔
は
吉
道
の
孫
な
り
。
江
戸
磯
野
弘
道
に
従
ひ
古
医
方
を
学
ぶ
。
慶
応

三
年
残
す
。
享
年
五
十
八
。
（
三
二
三
頁
）

こ
れ
は
漠
然
と
「
江
戸
」
と
記
す
の
み
だ
が
、
年
令
の
記
載
が
あ
る
。
も
し
こ

の
「
道
輔
」
が
十
五
ｌ
二
十
歳
頃
に
弘
道
に
学
ん
だ
と
す
れ
ば
、
慶
応
三
（
一

八
六
七
）
年
よ
り
逆
算
し
て
、
文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
前
後
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
再
び
「
群
馬
県
史
」
の
皇
漢
医
学
の
部
を
ゑ
る
に
、

今
井
周
斎
は
群
馬
郡
高
井
村
福
島
宗
右
衛
門
の
次
子
に
し
て
、
総
社
町
の

今
井
三
周
の
養
子
と
な
る
。
家
世
灸
医
を
業
と
し
周
斎
は
其
七
世
に
当

る
。
少
壮
に
し
て
江
戸
に
出
て
、
古
医
方
の
名
家
、
下
谷
練
屏
町
磯
野
弘

道
諒
爾
暗
酷
の
門
に
入
り
漢
方
を
学
ぶ
。
明
治
元
年
六
月
七
日
残
す
。
年

五
十
二
。
蛙
毒
極
。
（
四
四
七
頁
）

短
文
な
が
ら
弘
道
の
住
所
ま
で
具
体
的
に
示
し
て
ゐ
る
。
周
斎
少
壮
の
頃
を
も

し
二
十
歳
頃
と
す
れ
ば
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
に
当
る
。
（
こ
れ
は
先
の

「
人
名
録
」
と
一
致
す
る
）
・
こ
こ
で
弘
道
は
「
吉
益
東
洞
の
門
」
と
い
ふ
。

先
に
「
漫
筆
」
に
は
「
岑
少
翁
の
門
人
」
と
あ
っ
た
。
岑
少
翁
は
吉
益
流
古
医

道
を
唱
へ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
何
れ
に
学
ん
だ
と
し
て
も
内
容
に
凡
そ
矛
盾
は

八
一



な
い
。
東
洞
は
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
、
七
十
二
歳
で
段
し
、
岑
少
翁
は
そ

の
四
十
五
年
後
の
文
政
元
（
一
八
一
八
）
年
残
（
年
令
不
詳
）
で
あ
る
。
こ
の

点
か
ら
み
て
弘
道
が
直
接
に
は
岑
少
翁
に
つ
き
、
そ
こ
で
吉
益
流
を
学
ん
だ
と

８

い
ふ
方
が
妥
当
性
が
あ
る
様
に
思
ふ
。

こ
こ
で
推
定
さ
れ
る
こ
と
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
磯
野
公
道
ｌ
弘
道
は
、
甲

斐
に
居
り
、
ま
た
江
戸
に
も
確
か
に
居
住
し
て
ゐ
た
。
即
ち
、
繰
返
す
如
く
甲

斐
居
住
を
示
す
も
の
に
、
群
馬
県
史
、
漫
筆
、
き
く
ま
上
の
記
等
が
あ
る
。
江

戸
在
住
を
記
す
も
の
に
、
先
づ
人
名
録
関
係
、
列
伝
、
白
翁
の
伝
記
そ
し
て
群

馬
県
史
（
今
井
周
斎
の
記
事
）
等
が
あ
る
。
且
つ
甲
斐
関
係
は
文
化
年
間
（
「
き

く
ま
上
の
記
」
は
年
代
不
記
）
、
江
戸
関
係
は
、
文
政
年
間
Ｉ
そ
れ
も
凡
そ
文

政
十
年
以
降
と
な
る
。
こ
の
様
に
文
化
と
文
政
と
に
分
れ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、

公
道
は
、
文
化
年
間
（
そ
れ
も
前
半
に
傾
く
）
に
は
甲
斐
に
ゐ
た
が
、
文
政
年

間
に
は
江
戸
に
出
て
居
を
構
へ
て
ゐ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
沼
田
順
義
が
磯
野
公
道
に
学
ん
だ
の
は
、
甲
斐
で
あ

っ
た
か
、
江
戸
に
於
て
で
あ
っ
た
か
に
関
連
性
を
持
っ
て
来
る
。

即
ち
も
し
甲
斐
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
群
馬
県
史
」
皇
漢
医
学
の
部
に
端
的

に
記
す
「
十
五
歳
甲
斐
に
赴
き
磯
野
公
道
に
従
う
」
（
前
出
）
と
い
ふ
こ
と
が

眞
実
性
を
帯
び
て
来
る
。
そ
し
て
こ
の
年
は
文
化
三
年
で
あ
る
か
ら
小
島
蕉
園

が
「
漫
筆
」
に
於
て
〃
医
友
磯
野
弘
道
卜
云
ア
リ
″
（
前
出
）
と
述
べ
て
ゐ
る

時
処
と
凡
そ
適
合
す
る
。
但
し
こ
の
場
合
「
盲
人
伝
」
に
於
て
、
先
行
し
て
記

さ
れ
る
村
井
椿
寿
の
死
の
事
や
座
光
寺
南
屏
等
の
こ
と
が
、
全
く
除
か
れ
て
ゐ

る
。
こ
れ
ら
を
考
慮
に
入
れ
た
場
合
、
「
盲
人
伝
」
の
行
文
の
前
後
を
訂
正
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
即
ち
先
づ
甲
斐
の
磯
野
公
道
に
、
そ
し
て
辞
し
て

大
阪
方
面
に
行
く
、
こ
こ
で
椿
寿
の
死
を
聞
き
、
再
び
甲
斐
に
行
き
今
度
は
座

光
寺
南
屏
に
つ
く
、
と
い
ふ
順
序
に
。
（
こ
の
間
に
前
言
し
た
様
嘱
二
十
一

歳
清
水
港
開
業
と
い
ふ
一
事
が
あ
り
、
こ
れ
が
何
処
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
は

未
解
決
の
ま
ま
残
る
）
・

一
方
も
し
江
戸
で
あ
る
と
す
れ
ば
ど
う
か
。
甲
斐
の
南
屏
の
残
し
た
の
は
文

政
元
（
一
八
一
八
）
年
で
あ
る
。
従
っ
て
順
義
が
仮
に
そ
の
最
後
ま
で
学
ん
で

ゐ
た
と
し
て
も
、
既
に
磯
野
公
道
も
江
戸
に
出
て
ゐ
る
可
能
性
は
あ
る
の
で
あ

る
故
、
（
交
渉
の
あ
っ
た
小
島
蕉
園
の
任
期
は
文
化
四
年
ま
で
で
あ
る
）
順
義

が
公
道
に
学
ぶ
可
能
性
も
亦
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
順
義
の
前
後
か
ら
み

て
、
十
数
年
も
南
屏
の
許
に
留
る
こ
と
は
殆
ど
あ
り
得
な
い
。
よ
っ
て
今
「
盲

人
伝
」
に
従
っ
て
、
右
に
未
解
決
と
し
た
「
年
二
十
一
、
業
を
清
水
港
に
開

く
」
（
前
出
）
ま
で
の
間
と
す
れ
ば
ど
う
か
。
順
義
十
五
歳
出
郷
か
ら
六
年
間

で
あ
る
。
こ
の
間
に
、
大
阪
方
面
に
行
き
、
南
屏
に
つ
き
、
昌
平
校
に
入
り
、

そ
し
て
公
道
に
学
ぶ
と
な
り
、
か
な
り
急
が
し
い
が
、
不
可
能
で
は
な
い
。
公

道
に
学
ぶ
の
は
こ
の
順
序
と
す
れ
ば
、
文
化
七
・
八
年
頃
と
な
り
、
公
道
は
江

戸
の
生
活
に
馴
れ
て
来
た
頃
、
順
義
は
十
九
・
二
十
歳
頃
で
あ
る
。
加
へ
て
場

所
的
に
、
昌
平
校
と
下
谷
練
屏
小
路
と
は
近
接
の
間
に
あ
る
。
便
宜
は
よ
く
、

儒
学
と
医
学
を
平
行
し
て
学
ぶ
と
い
ふ
こ
と
も
あ
り
得
た
の
で
は
な
か
ら
う

か
。
（
た
だ
こ
の
場
合
、
再
言
す
る
如
く
、
大
阪
で
村
井
の
死
を
聞
い
た
と
い

ふ
事
を
考
慮
に
入
れ
な
い
で
の
こ
と
で
、
こ
の
点
問
題
は
残
る
。
）

以
上
、
両
者
共
に
目
下
管
見
に
入
っ
た
資
料
の
範
囲
か
ら
の
推
測
で
あ
る
。

し
か
し
何
れ
に
せ
よ
、
沼
田
順
義
が
磯
野
公
道
か
ら
医
術
を
学
ん
だ
と
い
ふ
事

実
は
あ
っ
た
と
い
へ
る
で
あ
ら
う
。

次
に
順
義
出
郷
後
の
修
学
（
主
と
し
て
医
学
）
を
整
理
し
て
ふ
る
と
、
次
の

様
な
系
統
表
と
な
る
で
あ
ら
う
。

八
一
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即
ち
こ
の
略
表
に
承
ら
れ
る
如
く
、
す
べ
て
古
医
方
派
の
系
統
で
一
貫
し
て

ゐ
る
。
も
っ
と
も
当
時
は
、
古
医
方
派
の
「
東
洞
の
医
説
は
天
下
を
風
廃
し
」

９
．

こ
れ
に
対
立
し
た
「
後
世
方
派
の
医
学
は
、
し
だ
い
に
影
を
潜
め
」
て
ゐ
た
情

勢
で
あ
っ
て
承
れ
ば
、
敢
て
自
ら
古
医
方
を
選
ん
だ
と
は
い
へ
ず
、
世
の
大
勢

に
従
っ
た
事
の
結
果
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
そ
れ
に
し
て
も
、
確
か
な

名
声
あ
る
学
医
に
就
い
て
ゐ
た
と
い
へ
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
点
、
沼
田
順
義
は

少
青
年
期
に
、
か
な
り
し
一
か
り
し
た
階
梯
を
踏
承
、
根
抵
を
培
っ
た
も
の
と

思
は
れ
る
。
も
と
よ
り
後
年
漸
く
変
貌
を
遂
げ
て
行
く
の
は
人
間
の
常
で
は
あ

る
が
、
人
生
の
基
礎
的
時
期
に
養
は
れ
身
に
つ
け
た
も
の
が
、
底
流
を
な
し
て

人
生
を
貫
く
こ
と
も
亦
軽
視
で
き
な
い
で
あ
ら
う
。

な
ほ
「
盲
人
伝
」
が
他
の
資
料
に
多
く
見
え
る
順
義
の
〃
按
摩
鍼
術
″
の
事

を
殆
ど
述
べ
ず
、
如
上
の
〃
医
学
″
の
み
を
語
る
の
は
ど
う
い
ふ
事
な
の
か
。

一
種
の
厚
意
か
ら
な
の
で
あ
ら
う
か
。
さ
う
思
は
れ
る
が
、
そ
の
反
面
や
は
り

一
一
Ｉ
五
味
釜
川
一
Ｉ
剛
舶
寺
南
屏
Ｉ

１
鰯
削
拶
一
鋪
Ｉ
ｌ
ｌ
子
南
洋
Ｉ

名
古
屋
ｌ
後
藤
ｌ

玄
医
艮
山

４
塁
鯛
‐
｜
岫
灘
艫
繊
載
購

（
永
田
徳
本
）
‐
‐
‐
‐
１
‐
‐
‐
‐
１
１
‐
‐
‐
‐
１
１
‐
‐
‐
‐
ｌ
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
１
１
‐
‐
ｌ
‐
ｉ
‐
‐
Ｉ

太
宰
春
台
Ｉ

国
醤
ｌ

（
林
述
斎
）

’

こ
れ
は
伝
記
と
し
て
欠
落
部
分
が
あ
る
と
認
め
ざ
る
を
得

な
い
と
思
は
れ
る
。
〃
按
摩
鍼
術
〃
の
事
が
順
義
に
な
か

っ
た
と
は
、
他
の
記
述
か
ら
見
て
、
考
へ
難
い
事
で
あ

咽
一
惠
蕊
蕊
嘩
認
艤
瀧
弱

と
い
へ
よ
う
。
且
つ
そ
れ
を
事
と
し
た
時
期
も
あ
る
と
認

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

彼
此
晦
渋
を
極
め
る
体
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
次
の
様

な
事
情
も
介
在
し
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。

本
書
中
氏
名
竝
に
生
死
年
月
日
等
の
明
瞭
な
ら
ざ
る

も
の
あ
る
は
、
本
邦
の
習
慣
と
し
て
一
旦
盲
人
と
な

れ
ば
其
跡
を
鞘
晦
し
た
る
が
如
き
こ
と
あ
る
に
由
る
。
（
盲
人
伝
・
凡

例
）

こ
れ
は
単
に
氏
名
、
生
死
年
月
日
に
限
ら
れ
ま
い
。
場
合
に
よ
り
そ
の
事
跡
等

に
及
ぶ
事
も
あ
ら
う
。
こ
の
意
味
で
「
盲
人
伝
」
の
作
者
は
確
か
な
根
擦
あ
る

も
の
と
思
は
れ
る
も
の
の
承
を
採
用
し
た
の
か
も
測
り
難
い
。
一
層
の
考
察
を

重
ね
て
行
き
た
い
。
今
は
取
敢
ず
順
義
二
十
歳
頃
ま
で
を
目
安
と
し
て
辿
っ
て

ゑ
た
。注

①
群
馬
県
史
三
（
前
出
）
に
は
「
経
学
」
の
部
に
「
沼
田
楽
水
堂
」
と
し

約
二
頁
に
亘
る
外
、
「
皇
漢
医
学
」
の
部
に
約
半
頁
の
「
沼
田
道
意
」

の
記
載
が
あ
る
。
「
盲
人
伝
」
と
殆
ど
差
異
は
な
い
が
、
表
現
や
行
文

の
所
々
に
独
自
の
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
「
善
人
伝
」
の
外
「
上
毛
及

上
毛
人
」
（
未
見
）
に
あ
る
所
か
と
承
ら
れ
る
。

⑨
富
士
川
瀞
著
「
科
学
随
筆
・
医
史
叢
談
」
（
昭
一
七
刊
）
一
六
八
’
九

頁
。
こ
の
二
頁
に
亘
る
一
文
は
、
〃
徳
本
翁
十
九
方
″
の
偽
作
な
る
こ

八



と
を
語
っ
て
ゐ
る
。

⑧
「
静
岡
県
人
物
誌
」
（
大
正
一
三
刊
）
第
二
編
列
伝
の
「
小
島
蕉
園
」

及
び
森
銑
三
著
作
集
第
八
巻
所
収
「
小
島
蕉
園
伝
」
三
六
○
頁
参
照
。

仙
紫
竹
屏
山
著
「
本
朝
医
人
伝
」
（
明
治
四
三
刊
）
所
収
八
八
頁
「
岑
少

翁
」
、
及
び
富
士
川
瀞
著
「
日
本
医
学
史
綱
要
」
（
昭
和
五
一
・
東
洋

文
庫
）
１
．
江
戸
時
代
中
期
・
「
吉
益
流
医
方
」
の
條
参
照
。

⑥
森
銑
三
・
中
島
理
寿
編
（
昭
五
一
・
勉
誠
社
刊
）
に
よ
る
。
同
解
説
参

照
。

㈲
同
右
、
一
○
五
五
所
収
。
「
学
医
」
の
項
全
三
六
名
の
列
記
（
い
ろ
は

順
）
の
筆
頭
に
み
ゆ
。

⑦
笹
岡
芳
名
著
（
大
正
一
○
・
三
秀
舎
刊
）
八
八
’
九
頁
。

⑧
な
ほ
磯
野
公
道
に
つ
き
も
う
一
つ
の
事
が
あ
る
。
「
き
く
ま
上
の
記
」

の
注
に
「
磯
野
は
甲
斐
の
徳
本
の
医
道
を
唱
ふ
る
人
な
り
」
と
あ
る
。

他
の
場
合
、
東
洞
門
と
い
ひ
岑
少
翁
門
と
い
ふ
。
そ
れ
ぞ
れ
異
る
が
、

こ
の
永
田
徳
本
（
寛
政
七
’
一
六
三
○
１
年
残
・
二
八
歳
）
は
極
め

て
伝
説
的
な
趣
の
あ
る
人
物
で
あ
る
が
、
唐
宋
以
降
の
医
説
に
対
し
古

方
の
「
自
然
良
能
説
」
を
唱
導
し
た
と
い
ふ
。
後
の
後
藤
艮
山
、
吉
益

東
洞
の
古
医
方
の
説
は
、
既
に
徳
本
の
説
く
所
で
あ
っ
た
。
ｌ
愛
知
県

医
事
風
土
記
（
昭
和
四
六
刊
）
及
び
日
本
医
学
史
綱
要
１
参
照
。
こ
の

点
で
、
磯
野
公
道
が
「
徳
本
の
医
道
を
唱
ふ
る
人
」
で
あ
っ
て
も
矛
盾

は
な
い
。
因
に
「
国
書
總
目
録
」
に
ｌ
磯
野
汝
行
著
・
甲
斐
徳
本
翁
抄

書
・
安
永
五
年
序
と
、
礒
野
汝
行
校
・
永
田
徳
本
著
・
知
足
斎
医
抄
・

天
保
八
年
序
（
共
に
京
大
・
富
士
川
）
が
み
え
る
。
こ
の
磯
（
又
は
礒
）

野
汝
行
と
公
道
は
何
等
か
の
関
係
あ
る
や
に
思
は
れ
る
。
徳
本
の
著
書

に
は
後
人
の
仮
托
も
多
く
、
本
文
に
引
い
た
蕉
園
の
漫
筆
の
文
も
磯
野

が
そ
の
真
偽
に
関
は
る
話
で
あ
り
、
彼
此
徳
本
と
の
関
係
は
深
い
様
で

あ
る
。

⑥
服
部
敏
良
「
江
戸
時
代
医
学
史
の
研
究
」
（
前
出
）
一
二
頁
。

（
五
五
・
七
・
一
六
）

八
四


